
走
れ
メ
ロ
ス
〈
第
二
時
〉

霜
月

日

組

番

名
前

課
題

□
に
表
現
や
場
面
を
、

○
に
気
づ
い
た
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
・
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
。

徴象彩

比

色

対

点視

象
徴
…
目
に
見
え
な
い
も
の
、
形
の
な
い
も
の
を
具
体
的
な
も
の
を
使
っ
て
表
す
こ
と
。
例
：
は
と
＝
平
和

色
彩
…
使
わ
れ
て
い
る
色
か
ら
想
像
で
き
る
も
の
や
印
象
を
使
って
登
場
人
物
の
気
持
ち
な
ど
を
表
す
こ
と
。

視
点
…
話
者
が
ど
こ
で
何
を
見
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
や
臨
場
感
な
ど
を
表
す
こ
と
。

対
比
…
二
つ
の
も
の
や
言
葉
を
比
べ
る
こ
と
で
、
作
品
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
を
強
調
す
る
こ
と
。

感想・疑問を交流しよう



走
れ
メ
ロ
ス
〈
第
三
時
〉

霜
月

日

組

番

名
前

課
題

登
場
人
物
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と
を
書
こ
う
。

☆

①
メ
ロ
ス
（
メ
ロ
ス
の
仕
事
や
考
え
な
ど
が
わ
か
る
表
現
を
抜
き
出
そ
う
）

↓

と
い
う
こ
と
は

な
性
格
で
あ
る
。

☆
☆
②
メ
ロ
ス
と
王
（
メ
ロ
ス
と
王
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
表
現
を
抜
き
出
そ
う
）

メ
ロ
ス

王

↓

と
い
う
こ
と
は

メ
ロ
ス
は

王
は

な
人
で
あ
る
。

な
人
で
あ
る
。

☆
☆
③
前
半
の
メ
ロ
ス
と
後
半
（

ペ
ー
ジ

行
目
～

ペ
ー
ジ
９
行
目
）
の
メ
ロ
ス

87

16

89

（
気
持
や
行
動
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
表
現
を
抜
き
出
そ
う
）

前
半
の
メ
ロ
ス

後
半
の
メ
ロ
ス

↓

と
い
う
こ
と
は

メ
ロ
ス
は

か
ら

に
変
化
し
て
い
る
。



走
れ
メ
ロ
ス
〈
第
四
時
〉

霜
月

日

組

番

名
前

課
題

セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
王
の
ど
ち
ら
か
と
一
緒
に
視
点
が
動
く
よ
う
に
作
品
を
書
き
換
え
よ
う
。

☆

視
点
が

セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス

・

王

と
一
緒
に
動
い
て
い
た
ら

メ
ロ
ス

一
睡
も
せ
ず
急
い
で
村

へ
帰

り

、
午

前

中

に
到

着
。

目

羊
群
の
番
を
し
て
い
た

妹

に
、
翌

日

結

婚

式

を

挙
げ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

日

家

へ
帰

っ
て
神

々

の
祭

壇
を
飾
り
、
祝
宴
の
席
を

整
え
、
眠
り
に
落
ち
る
。

一

夜
、
目
が
覚
め
、
花
婿

の
家
を
訪
れ
、
結
婚
式
を

明
日
に
し
て
ほ
し
い
と
頼

束

ん
だ
。

約

夜
明
け
ま
で
議
論
し
、

婿
を
説
き
伏
せ
た
。

結

婚

式

は
、
真

昼

に

目

行
わ
れ
た
。

メ
ロ
ス
は
、
し
ば
ら
く

は
、
王
と
の
あ
の
約
束
を

日

さ
え
忘

れ
て
祝

宴

を

楽

し
ん
だ
。
一
生
こ
の
ま
ま

こ
こ
に
い
た
い
、
こ
の
よ
い

二

人

た
ち

と
生

涯

暮

ら

し

て
い
き
た
い
と
願
っ
た
が
、

わ
が
身
に
む
ち
打
ち
、
出

束

発
を
決
意
し
た
。
花
嫁
と

花
婿
に
声
を
か
け
、
羊
小

屋
で
深
く
眠
っ
た
。

約

薄
明
に
目
が
覚
め
、
雨
中
、

矢
の
ご
と
く
走
り
出
た
。

日
が
高
く
昇
っ
た
こ
ろ
、
隣

村

に
着

く

。
の
ん
き
さ
を
取

目

り

返

し
、
小

歌

を
歌

い
な
が

ら
歩
く
。

全
里
程
の
半
ば
に
到
達
し

日

た
こ
ろ
、
氾

濫

し
た
川

を
必

死
で
泳
ぎ
切
る
。

日

が
西

に
傾

き
か
け
た
こ

三

ろ
、
山
賊
を
倒
す
。

疲
労

し
、
立

ち
上

が
れ
な

く
な
り
、
ど
う
で
も
い
い
と
、

束

う
と
う
と
す
る
。

清

水

を
飲

ん
で
、
再

び
走

り

出

す

。
斜
陽

が
木

々

の
葉

約

に
投
じ
る
中
、
信
頼
に
報
い
る

た
め
に
走

る
。
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ

ト
ス
に
「
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は

刑

場

に
引

き
出

さ
れ
て
も
、

あ
な
た
を
信
じ
て
い
た
。
」
と

聞

き
、
最

後

の
死

力

を
尽

く

し
て
走
る
。



走
れ
メ
ロ
ス
〈
第
四
時
〉

霜
月

日

組

番

名
前

課
題

セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
王
の
ど
ち
ら
か
と
一
緒
に
視
点
が
動
く
よ
う
に
作
品
を
書
き
換
え
よ
う
。

☆
☆
☆
視
点
が

セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス

・

王

と
一
緒
に
動
い
て
い
た
ら

メ
ロ
ス

目日一束約目日二束約目日三束約



走
れ
メ
ロ
ス
〈
第
五
時
〉

霜
月

日

組

番

名
前

課
題

□
に
「
違
い
の
あ
る
」
表
現
や
場
面
を
書
こ
う
。

徴象

比

色

対

点視

↓

違いを交流しよう



走
れ
メ
ロ
ス
〈
第
六
時
〉

霜
月

日

組

番

名
前

課
題

□
に
自
分
の
意
見
の
根
拠
と
な
る
表
現
や
場
面
を
、

○
を
自
分
の
意
見
を
書
こ
う
。

課
題

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。


